
様式第９ 

循環型社会形成推進地域計画目標達成状況報告書 

 

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間 

所沢市 所沢市 平成 29年度～令和 3年度 平成 29年度～令和 3年度 

 

１ 目標の達成状況 

（ごみ処理） 

指      標 

 

現状（割合※１） 

（平成27年度） 

目標（割合※１） 

 （令和4年度） A 
実績（割合※１） 

  （令和4年度）   B 
実績 B 

/目標A 
排出量 

 

 

 

 

事業系 総排出量 

    １事業所当たりの排出量 

生活系 総排出量 

    １人当たりの排出量 

18,706t 

1,862kg/事業所 

75,242t 

175kg/人 

 

 

 

 

18,666t 

1,858kg/事業所 

72,318t 

165kg/人 

(- 0.2%) 

(- 0.2%) 

(- 3.9%) 

(- 5.7%) 

13,683t 

1,362kg/事業所

70,335t 

163kg/人 

(- 26.9%) 

(- 26.9%) 

(-  6.5%) 

(-  6.9%) 

73.3% 

73.3% 

97.3% 

98.8% 

合 計 事業系生活系総排出量合計 93,948t  90,984t (- 3.2%) 84,018t (- 10.6%) 92.3% 

再生利用量 

 

直接資源化量 

総資源化量 

4,453t 

30,157t 

( 4.7%) 

(28.7%) 

6,459t 

31,730t 

(  7.1%) 

( 31.3%) 

3,636t 

28,744t 

(   4.3%) 

(  30.9%) 

56.3% 

90.6% 

エネルギー回収量 エネルギー回収量（年間の発電電力量） 18,136MWh  16,100MWh  19,523MWh   

減量化量 中間処理による減量化量 70,336t (74.9%) 67,013t (  73.7%) 62,776t ( 74.7%)     93.7% 

最終処分量 埋立最終処分量 4,587t ( 4.9%) 2,620t (   2.9%) 1,913t (   2.3%)      73.0% 

 ※１ 排出量は現状に対する割合、その他の指標は排出量に対する割合 

 

（生活排水処理） 

指      標 

 

現 状 

（平成27年度） 

目 標 

 （令和4年度） A 
実 績 

 （令和4年度） B 
実績 B 

/目標A 
総人口  343,321人 335,181人 343,752人    ―  

公共下水道 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

316,772人 

92.3％ 

318,704人 

95.1％ 

326,740人 

95.1％ 

 102.5% 

 100.0% 

集落排水施設等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

0人 

0.0％ 

0人 

0.0％ 

0人 

0.0％ 

      % 

      % 

合併処理浄化槽等 

 

汚水衛生処理人口 

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 

7,062人 

2.0％ 

7,216人 

2.1％ 

4,017人 

1.2％ 

  55.7% 

57.1% 

未処理人口 汚水衛生未処理人口 19,487人 9,261人 12,995人  140.3% 

 
 



２ 各施策の実施状況 

施策種別 
事業 

番号 
施策の名称等 実施主体 施策の概要 

事業実施期間 

(事業計画期間) 
施策の実績 

発生抑制、

再使用の推

進に関する

もの 

 

 

 

11 有料化 所沢市 

生活系ごみはごみ処理費用の有料

化を検討し、事業系ごみについては

必要に応じて手数料の見直しを行

う。 

H29～R3 

(H29～R3) 

廃棄物減量等推進審議会において、

有料化を含めたごみ減量・資源化に

ついて議論している。 

12 
環境教育・環境学習の充

実 
所沢市 

イベント等を実施し教育・学習の機

会の充実に努める。 

H29～R3 

(H29～R3) 

市民団体等に向けた出前講座を実施

している。 

13 市民への意識啓発 所沢市 
環境教育学習施設等を活用し意識

啓発を促していく。 

H29～R3 

(H29～R3) 

市内の小学校に向けた出前講座を実

施している。 

14 事業者への意識啓発 所沢市 
適正処理のための啓発・指導を行

う。 

H29～R3 

(H29～R3) 

ごみの搬入検査や事業者への立入調

査等を実施し、啓発・指導している。 

 

15 生ごみ減量の推進 所沢市 
奨励金制度や啓発活動等の実施に

より減量を図る。 

H29～R3 

(H29～R3) 

生ごみ処理機器の奨励金制度によ

り、機器を購入した世帯に対し補助

することで普及啓発を行っている。 

16 
食品ロスゼロのまち促

進事業の推進 
所沢市 

食品ロス削減を実施する店舗を公

開し、意識啓発を図る。 

H29～R3 

(H29～R3) 

食品ロスゼロのまち協力店の登録店

舗に対し啓発を行っている。 

17 
紙パックの集積所によ

る回収 
所沢市 

新たに「紙パック」の品目を加えて

回収し、資源物の回収率向上を図る 

H29～R3 

(H29～R3) 

市内の複数個所において常時回収を

行い、回収率向上を目指している。 

18 生活排水対策の推進 所沢市 

生活排水処理の重要性や浄化槽の

保守点検・清掃等、適切な維持管理

の必要性を啓発していく。 

H29～R3 

(H29～R3) 

浄化槽の設置者に対し、適切な維持

管理をするよう周知している。 

処理体制の

構築、変更

に関するも

の 

 
21 

東部クリーンセンター

の延命化工事及び長期

包括運営委託 

所沢市 

延命化工事を実施し CO2 排出量の

低減を図り、併せて長期包括運営委

託を実施する。 

H29～R3 

(H29～R3) 

平成 29年度から令和 2年度にかけて

延命化工事を実施し、施設の延命化

を図ると共に CO2 排出量削減のため

の改良を行った。 

また、平成 30年度から長期包括運営

委託を開始し、施設の運転並びに設

備及び機器の法定点検、補修等を計

画的に実施している。 

22 
西部クリーンセンター

の長期包括運営委託 
所沢市 

安定した処理を継続するため、長期

包括運営委託による各設備・機器の

法定点検、補修を計画的に実施す

る。 

H30～R3 

(H30～R3) 

平成 30 年度から長期包括委託によ

る運営を開始し、各設備・機器の法

定点検や補修を計画的に行うこと

で、安定的な処理をしている。 



23 最終処分場の確保 所沢市 
最終処分場を確保し、一体的処理体

制を構築する。 

H29～R3 

(H29～R3) 

平成 30年度に（仮称）第 2一般廃棄

物最終処分場基本設計を策定すると

ともに、令和 3 年度末までに処分場

用地の約 97％を取得し、一体的処理

体制の構築に向けて事業の推進に努

めた。 

処理施設の

整備に関す

るもの 

 

1 

東部クリーンセンター

延命化事業（先進的設備

導入事業） 

所沢市 
老朽化した東部クリーンセンター

の延命化工事を実施する。 

H29～R2 

(H29～R2) 

平成 29年度から令和 2年度にかけて

延命化工事を実施し、施設の延命化

を図ると共に CO2 排出量削減のため

の改良を行った。 

2 浄化槽設置整備事業 所沢市 
既設の単独処理浄化槽等からの転

換に対する補助金を交付する。 

H29～R3 

(H29～R3) 

H29年度：1基 

H30年度：2基 

R 1年度：1基 

R 2年度：7基 

R 3年度：1基 交付した。 

3 
（仮称）第２一般廃棄物

最終処分場整備事業 
所沢市 

地域内に新たな最終処分場（（仮称）

第２一般廃棄物最終処分場）を整備

する。 

R4 

（R4～R7） 

令和 4 年度に設計・建設を一括して

行う事業者による詳細設計を実施

し、令和 5 年 4 月より本格的な建設

工事を行い令和 7年 10月の供用開始

を目指す。 

施設整備に

係る計画支

援に関する

もの 
31 3の計画支援 

所沢市 PFI導入可能性調査 
R1 

（R1） 

(仮称)第２一般廃棄物最終処分場Ｐ

ＦＩ導入可能性調査を実施。 

所沢市 生活環境影響調査 
R1 

（R1） 

（仮称）第２一般廃棄物最終処分場

生活環境影響調査を実施。 

所沢市 地歴調査 
R2 

（R2） 

（仮称）第２一般廃棄物最終処分場

地歴調査を実施。 

所沢市 アドバイザリー業務 
R2～R3 

（R2～R3） 

（仮称)第２一般廃棄物最終処分場

整備アドバイザリー等業務を実施。 

その他 

 
41 危機管理体制の充実 所沢市 

協定締結自治体のほか、近隣市等と

の連携も検討する。 

H29～R3 

(H29～R3) 

基幹改良工事を行う自治体から一時

的にごみを受け入れた。 

42 不法投棄防止対策 所沢市 
啓発活動及び関係機関との監視体

制の強化を図る。 

H29～R3 

(H29～R3) 

不法投棄の未然防止のため、水曜日

を除く週 4 回パトロールを実施して

いる。 

43 災害廃棄物の処理 所沢市 

災害発生時は「所沢市地域防災計

画」及び近隣自治体との相互協力に

より処理する。 

H29～R3 

(H29～R3) 

「所沢市地域防災計画」と整合性を

図りつつ、令和元年 10月に「所沢市

災害廃棄物処理計画」を策定した。 



 

 

３ 事業実施による二酸化炭素削減効果について 

（１）削減量（実績） 

 

１ 目標 

  二酸化炭素削減率：４３％ 

  （所沢市循環型社会形成推進地域計画（第２次）より） 

 

 

２ 実績 

  二酸化炭素削減率：５９．２％ 

  （令和２年 12月 22日から令和２年 12月 24日にかけて実施した引渡性能試験より） 

 

３ 実績算出根拠資料 

  別紙１参照 

 

 

 

 

（２）削減量に達しなかった場合の原因 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１ 

 



別紙１ 

 

 

 

 

 



別紙１ 

 



別紙１ 



別紙１ 

 

 



 

４ 目標の達成状況に関する評価 

<ごみ処理> 
 
■排出量 
事業系の排出量は、目標値 18,666ｔに対し、実績値 13,683ｔであった。 
また、生活系の排出量は、目標値 72,318ｔに対し、実績値 70,335ｔであり、目標を達成した。 

 
■再生利用量 
再生利用量は、直接資源化量が目標値 6,459tに対し、実績値 3,636tであった。 

 また、総資源化量は目標値 31,730tに対し、実績値 28,744tであり、目標を達成することができなかった。 
 
■エネルギー回収量 
年間の発電電力量は、目標値 16,100MWhに対し、実績値 19,523MWhであり、目標を達成した。 

 
■減量化量 
減量化量は、目標値 67,013tに対し、実績値 62,776tであり、目標を達成した。 

 
■最終処分量 
最終処分量は、目標値 2,620tに対し、実績値 1,913tであり、目標を達成した。 

 
<生活排水処理> 
 
■公共下水道 
公共下水道は、汚水衛生処理人口が目標値 318,704人に対し、実績値 326,740人であった。 
また、汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率は目標値と実績値同様に 95.1％であり、目標を達成した。 

 
■集落排水施設等 
集落排水施設等の実績はない。 

 
■合併処理浄化槽等 
合併処理浄化槽等は、汚水衛生処理人口が目標値 7,216人に対し、実績値 4,017人であった。 
また、汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率は目標値 2.1％に対し、実績値 1.2％であり、目標を達成することができなかった。 
 

■未処理人口 
未処理人口は、汚水衛生処理人口が目標値 9,261人に対し、実績値 12,995人であり、目標を達成することができなかった。 
 



 

（都道府県知事の所見） 

<ごみ処理> 
 排出量については、事業系・生活系ともに目標を達成した。 
 再生利用量は、目標を達成することができなかった。 
 エネルギー回収量、減量化量、最終処分量は目標を達成した。 
 なお、目標に達しなかった項目については、別途改善計画書を提出してもらい、改善策の実施を求めることとする。 

 

<生活排水処理> 
 公共下水道については目標を達成した。 
 合併処理浄化槽等及び未処理人口及びについては目標を達成することができなかった。 

 なお、目標に達しなかった項目については、別途改善計画書を提出してもらい、改善策の実施を求めることとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


